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本会は、会員相互の親睦を図り、かつ、生涯学習の一環としての
学習活動を推進するとともに、地域活動に貢献することを目的と
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第２８回「趣味の作品展」をおえて
         会長 廣瀬 義忠 （３２期 文化 A）

第２８回「趣味の作品展」が１０月２８日、２９日の２日間、緑区役所講堂において開催しまし
た。マスクをつけるのは指定された場所をのぞいて、自由となりました最初の作品展ですが、出展
数、来場者数は前回を上回ることが出来ました。これは期別委員および同好会が集客のために会員
の皆様に働きかけたことにより、増えたのではないかと思われます。感謝しています。

一方、一般の方の来場者が減少傾向にあることです。来季以降も一般の方への PR 活動を課題と
します。

会員数の減少の中、出展数が令和元年に迫る数字を残せたことは緑区の皆様にこの作品展で展示
する楽しみの機会を作っていると感じています。

また、赤い羽根の共同募金に協力して下さった皆様にも御礼申し上げます。
出展者の皆様には来年もこの作品展に出展して下さることを御願い申し上げます。

令和 5 年度出展数の分析           特別出展とは共同募金ポスターと書道を示す
絵画 陶芸 絵手

紙
写真 俳句

短歌
パソ
コン

工芸 絞り
染め

書道 甲冑 特別
出展

小計

会員 ３０ １０ ０ １０ １７ ４ ８ ６ ７ ０ ０ ９２

一般 １１ １９ ３３ ４ ０ ０ １３ ２４ ０ ３ ０ １０７
特別
出展

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２０ 2 0

合計 ４１ ２９ ３３ １４ １７ ４ ２１ ３０ ７ ３ ２０ ２１９

出展数・来場者の推移
令和元年 令和２年 令和 3 年 令和 4 年 令和 5 年

作品展会場 緑区役所講堂 中止 名古屋市博物館 緑区役所講堂 緑区役所講堂

出展数 ２３０ 中止 １０４ １８９ ２１９
来場者数 ４５０ 中止 ５０１ ３５５ ３３９

鯱城会会員数 ３１２ ３０１ ２６３ ２２５ ２０５
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絵画 1

水の都
25 期 美術 池田 浩三

森閑
25 期 美術 池田 浩三

ミュシャの風Ⅰ
25 期 美術 市川 容子

ミュシャの風 Ⅱ

25 期 美術 市川 容子

風の盆

25 期 美術 小田島 五郎

金剛力士牛形

25 期 美術 小田島 五郎

優しい眼差し

32 期 国際 A 北山 みね子

小樽運河 100 周年

32 期 国際 A 北山 みね子

花園の光の中で

22 期 福祉 渋谷 敬子
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     無題

31 期 地域 馬場 満津枝

    有松散策

25 期 福祉 伊藤 敏子

久しぶりの練習

30 期 美術 樋野 節子

窓辺の光の中で

２２期 福祉 渋谷 敬子

雨の街

31 期 国際 B 高野 孝

  今年は熱い

31 期 国際 B 高野 孝

岩屋堂の秋

21 期 健康 寺澤 彰博

朝の出漁

２1 期 健康 寺澤 彰博

仙人池に投影する裏剣岳

31 期 地域 馬場 満津枝
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  絵画 3

待ち遠しい日

29 期 美術 森山 千恵子

うさぎ

19 期 美術 土井 徳郎

アコギの調べ

30 期 美術 松山 泰雄

散歩道

29 期 文化 B 水谷 敏夫

高台寺の紅葉

25 期 環境 吉川 圓市

うさぎ  

19 期 美術 土井 徳郎

仲良し

22 期 陶芸 市川 滋

希望 大木

22 期 陶芸 市川 滋 21 期 柏原 秀一
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絵画 4

桂花玉兎

30 期 美術 樋野 節子

強風

21 期 園芸 柏原 秀一

桔梗

3１期 園芸 右高 茂夫

川下り

29 期 美術 森山 千恵子

秋の海辺と猫（AI 利用）

3１期 生活 A 奥野 幸泰

秋の山里（AI 利用）

3１期 生活 A 奥野 幸泰

花と青空と白い雲

27 期 国際 磯部 勝
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写真 1

嵐寛（あらかん？）

29 期 生活 A 本多 和彦

感涙

30 期 地域 B 渋谷 稔

活躍女子

30 期 地域 B 渋谷 稔

名駅のビル群

18 期 環境 大村 忠

ゆかた女人

18 期 環境 大村 忠

ひまわり畑

22 期 生活 A 鈴木 順子

漁

23 期 環境 山田 恵美子

かれん

27 期 生活 B 早川 恵都子

戯れる（たわむれる）

29 期 生活 A 本多 和彦
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中皿とひな人形

29 期 陶芸 久野 ひろみ

阿弥陀如来立像

34 期 環境 福島 満夫

辰（来年の干支）

34 期 環境 福島 満夫

花器

21 期 園芸 柏原 秀一

梅の絵手付鉢

23 期 地域 小玉 正氣

仏像

23 期 陶芸 小玉 正氣

雨上がりの散歩

30 期 地域 A 福田聖太郎

角皿

21 期 園芸 柏原 秀一
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風神 雷神

22 期 陶芸 市川 滋

富士山

22 期 陶芸 市川 滋

美人画

22 期 陶芸 市川 滋

きらめき 二つ日の出

33 期 健康 A 森田登美子

絞り染め同好会

25 期 福祉 橋本 幸子

25 期 福祉 伊藤 敏子

27 期 健康 蟹江 喜代子

34 期 国際 B 前川 由美子

タペストリー

33 期 健康 A 森田登美子

タペストリー

28 期 生活 A 池内ふく美
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工芸

                                会場風景 絵手紙

白の世界

23 期 文化 A 花井 照子

ジャケット

23 期 文化 A 花井 照子

キルトの世界

27 期 文化 A 杉山 千代

ネックレス

29 期 生活 A 遠藤 ハツエ

ブローチ

29 期 生活 A 遠藤 ハツエ

ハギレで作るバック

29 期 文化 B 原田 和恵

ハンガーコート

30 期 文化 B 阪 文子

ムツゴロウは仲良し

32 期 国際 A 北山 みね子
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短歌 29期 文化A 熊田 八郎 短歌 32期 文化A 廣瀬 義忠短歌 30期 文化B 阪 文子

山岳その１
俳句 29 期 文化 A 熊田 八郎

山岳その２
俳句 29 期 文化 A 熊田 八郎 俳句 29 期 生活 A 馬場 良祐

俳句 30 期 文化 A 平田 秀 俳句 31 期 園芸 山田 正明 俳句 31 期 園芸 山田 正明
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俳句 30期 文化B 阪 文子 川柳 27期 国際 磯部 勝川柳 27期 国際 磯部 勝

書道 24期 園芸 伊藤 文雄

書道 30期 健康 森 順子

書道 19期 美術 土井 徳郎

書道 28期 健康 山森 雅子
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区民祭り

３３期 園芸 亀井恒夫

１０月２８日 秋晴れの土曜日、みどりシティーフェスティバル 2023 が開催され、
緑鯱城会も昨年同様「プラバン」作りを行いました。今年は区政 60 周年ということもあり、
多くの来場者を予想して、プラバンの制作器 トースターを２台にして 混雑解消に努め、
またプラバンがトースターの中で変形していく様子が子供たちに安全に見えるようにいた
しました。子供たちは不思議そうに、面白そうにじっと見つめていました。
午前中ピーク時には、プラバンにマジック等で絵を描くためのスペースがいっぱいで更に
１０人ほどの行列ができていました。最終的に 307 枚のプラバンが作られました。
ご来場頂きました皆様 ありがとうございました。

第 6 回鯱城会 16 区フェスティバルを終えて

３３期 地域 B 伊東 美智子

11 月 16 日東スポーツセンターにおいて、市内 16 区鯱城会 500 名程の参加者で盛大に行
われました。種目は〇×クイズ、龍の玉送り、玉入れのチーム対抗、そして今年はオープン
競技としてボッチャが加わり進められました。緑鯱城会（26 名）は日頃から鍛えた身体と頭
脳をフル回転させて声をかけあいチームワークもばっちりでした。残念ながら入賞は逃しま
したが、玉入れでは 31 個入れブロック 1 位、又ボッチャでも 1 チームが勝ちました。心地
よい疲労感と闘争心を感じることができ楽しむことができました。来年は入賞を期待しまし
ょう。
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10 Ὦ͍͔ ψʺ ṓϜ Ϧπ ϜσΨΩ‰χкϾ˔Єдр πΰθʻ
ׄΤϣ ᴞ τ μοʺ ϛο ׄτ‭Ϥθʻ₈ ψ ᵓϽжϳрЖЁиТ͍͒Ỹ

ῖḐᵓΥᵫ℗ήϦʺ ḧ Υׄτ βϥ῝הϬ ΜοẵṪ τ ΨρᶆỸχᴍ χχϖϤṋϬ
Ԋτ ›ΰʺ ỸΤϣψϵрЕз˔͒ Υ╥ᴥΰθʻϽжϳрЖπψʺ Ԍχ Υ 4 Ћ˔рτ

Ш˔иЪІЕχ ϬΰοΜθʻ╥ᴥּיψʺ͍͑͌ ρפֿ ΜοΜϘΰθʻ
͏ ϐϤτʺ τּסϤθ ἇπΰθΥʺṓⱱκψ‰ ΰοΜθʻ ϤϬᾋϥρʺꜛ χϼж

Уπ ΤϣᾋοʺὊᾓּיΥ ΜϢΞτ ᾋΰθʻ
ᵫᵓ꜠πψʺᶆЋ˔р τ όʺ♆ψ͗Ћ˔рχ͍ χ͑ ︣πΰθʻШ˔и τ τ

νχπβʻΩ χ͎Ш˔иψ χϽжϳрЖ νχΥʺῬ ΥΜϥʻ͏Ш˔и Τϣψ Ῥׂשχ
ϽжϳрЖπЩ˔иχếֿפρẩ ›ϩδΥ ΰΤμθʻ μο χὫᴮʺάχ πψ♆ψʺ
͎͒ πРзπΰθΥʺ ἇχḈϦρʺḇᶐΥϱЫϱЎПАЕΰσΜχψʺ χⱧπ ΰο
ΜϘΰθʻ

ῇ ῇ̋ χ͔Ш˔и Υ◐Ϙμθ 1̒ Ш˔иρ͎Ш˔иΤϣ νḇαΥ ΨσμοΦθʻ
͏Ш˔и ψ 40Ή πΰθΥʺЩ˔иΥ μβΩ όοЁ˔иρσμθʻ͐Ш˔и Ϝṓ ΜϜ
σΨ μθϣʺ ḧΤϣḐ Υ ΥϤ͎ᵕ χШ˔иϱрмрϬ ΰθʻ♆ꜛ ϜὊᾓσΜά
ρπРАϼзΰθʻ͑Ш˔и Ϝ OK Н˔ДϰρσϤʺ͒Ш˔и τϜἌ ΤṂ ΥṞΦʺ
τ μθЩ˔иΥЁ˔иρσϤ ḧΤϣ Ϭ ΪϘΰθʻꜛ ꜛ Ϝ τРАϼзρṃΰή
ρ χṓ πΰθʻῇ ψЩ˔иΥ ◘ṳρШ˔иЪІЕτ ϭπʺὫᴮρΰοʺШ˔
иϱрмр͏ᵕπ͏ .ʾ Н˔Дϰ͏ᵕπ͒ ʾОƗ˕͎ᵕ͒ χ›ὓ͍͑ π ζ̋άΤϣШ˔иϱ
рмр͍ᵕ τ 3 ᴥ▄ήϦ͕ Ϭᾚ▄ήϦο͒ ρσϤ›ὓ͏͎ πΰθʻ

ᵓ꜠πʺЋ˔р τ ΥΚϤʺB Ћ˔рχ♆Υ βϥάρΥ Ϙΰθʻ τ
Ϝʺ֫ϢΨ͍ χ ρσϤʺ ỲψỲ πΰθʻ

₈ ͍ ʺМАС˔σᶚΰΜ τσϤϘΰθʻ τ ΞῈ℅ΜϘΰθʻ


